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 It was most important to understand the behaviour of fish in case of the betterment of 
the current fishing gear and methods or the development of the fishing method by 
acoustics. 
 This investigation has been attempted to provide for the prediction of the response 
action of fish to acoustic sound. 
 As the acoustic sounds for stimuli, the pure tones of the sine wave form at the 
frequencies of 500, 800, 900, 1000, 1500, 2000, 4000 and 6000 Hz were used. The over all 
length of the silver crucian carp, Carassius auratus (Japanese name HIBUNA) used in the 
experiment was 42mm in overall length and 3.45 g. in weight. The results obtained were 
as follows: 
 1) The characters of the response action were obtained by the statistical analysis of the 
stochastic processes, and this method was effectual. 
 2) The behaviour of the fish under the stimulus had two-sidedness, i. e., two contrary 
tendencies to rise or to diminish the action which the fish had shown at no stimulus. 
These tendencies depended on the frequencies. 
 3) In this experiment, the frequency equivalent to the boundary of two-sidedness 
mentioned above was 900 Hz, which was in agreement with the resonance frequency of 
the air bladder of the fish.
緒 口
水中騒音 と漁獲 との関係,水 中放声による魚群 の誘致,威 嚇1)お よび テンプ ラノイズ2)な ど,種 々の研究 に
よ り水棲動物が水 中生活をする上で音響を最大限に利用 している ことが明 らかにな りつゝ ある。
漁具漁法の設計,改 良,開 発,ま た音響によ る漁法の研究開発 において,最 も基本 的あるい は根元的に必須
の情報 は魚の習性,行 動の メカニズムで ある。魚類にかぎ らず動物の行動 という現象は きわめて複雑であ り,
かつ多 くの側面を もって いる。行動の社会学的意味づけまで行ない,行 動を生物学的に解 明 し行動の管 理技術
を確立す るとい う事 が終局の 目的に沿 う事で あろう。 しか し,こ れは至難 の事で ある。そ こで ここでは漁具 漁
法の改良の為 の魚の行 動のmachineryと いう一面 について基礎的実験研究を試みた。
筆者は漁船漁具の発する水 中騒音に関 して,オ ッター トロール網,以 西底曳網 および旋網の操業中の水中騒
音 を集測 した。 これ ら測定 され た騒音の周波数分析結果か ら騒音が対象 とする魚 の反応行動に有意的な影響を
与 えてい る事 を考察3)し だ。そこで さらに魚 の反応行動をよ り定量的 に考察 す るために本研究を行 ない二,三
の知見を得たので報告す る。
本論 に先だち,本 研究の機会 を与 え られ,実 験計測器の利用に多大 の便宜を与え られ た本学水江一弘教授,

























































































































































































































































































































































か ら行動 に影響を与えていると考え た刺激音 の周波数,900,800お よび500Hzが 妥 当であ りまた線形モデ
ルによ る定量化が適当であ ったと考え られる。 さらに今後の課題 として,大 きさの異な る魚 を対象 に検討を重
ね,水 槽 の形や音圧分布の改善,群 行動の考察,ま た うき袋のない魚 につ いての実験検 討など多 くの問題が残
され ている。
要 約
体長42㎜,体 重3.45gの『 ヒブナ』 を用いて,入 力 として8種 類 の周波数の刺激純音 を与 え,こ れに対す る
魚 の反応行動解析 を試 みた。実験 の結果 は次の通 りで あった。
1)不 規 則な生物行動現象の解析 において も確率過程 としての取扱いが有効 であ った。
2)魚 の音 に対す る反応行動現象 は音の周波数の相違 によ り運動がよ り活発 になる傾 向と逆に不活発 となる
傾向の二面が ある。
3)上 記 した二面性の境界 と もい うべ き音 の周波数は魚の うき袋の共振周波数 と一致 してお り,反 応行動 と
うき袋の役割 りとの関係 が充分考え られ る。
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